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12月20日（金）に開催した、あさひばリビ
ングワークショップ「ミニ門松づくり」で
は、地域の名人である、辛嶋さん、熊谷さ
ん、加藤さんの3名を講師にお迎えし、上
の写真にあるような立派な門松を製作しま
した。講師の先生方には、材料の採集と裁
断などの加工をしていただきました。竹の
切り口が笑って見えるように斜めに切断す
ることが難しく、経験が必要だとおっ
しゃっていました。門松の由来についても、
分かりやすく紙芝居で説明していただきま
した。今年も、このようなワークショップ
を開催していきたいと思いますので、皆様
もぜひご参加ください。

★「あさひば」は、秋津まちづくりセンター管轄地域の愛称です。
あ秋津、 さ桜木、 ひ桜木東、 ば若葉

しめ縄かざりづくり
 ～若葉地域コミュニティセンター～

～あさひばリビング～

ミニ門松づくり

12月15日（日）に若葉地域コミュニティセンター
で開催されました。
約20名ほどの参加があり、講師は、若葉4町内の
内田さん。材料（わら）は、同じく4町内の農家
の方から提供していただいているそうです。
若葉4町内は農家が多く、しめ縄飾りを自分でつ
くる方も多いそう。講師の内田さんも、お父さん
から作り方を教えてもらったそうです。

作り方は、わらをすい
て、霧吹きなどで湿ら
せ、やわらかくするた
め木槌でたたきます。
やわらかくすることで、
縄を編みやすくします。
しめ縄の飾りは、土壌
を豊かにする雨と雷を
表現しています。農家
にとっては、雨と雷は
天からの恵みだったと
いうことかもしれません。
講師の内田さんは、いとも簡単にくるくると編
んでいらっしゃいましたが、これがなかなか難
しい。慣れない“わら”に悪戦苦闘しながら、最
後は若干（というかかなり）お手伝いいただい
て、なんとかしめ縄かざりが完成しました。
昔ながらのしめ縄かざりづくりを体験できる貴
重な機会でした。

講師の先生が製作されたお手本
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地域 の 魅力 発見！
地域を歩いて「見て、聞いて、発見した」魅力を発信

～秋津校区～

沼山津神社
沼山津神社は、室町時代に浮島熊野座神社か
ら分祀された、500年もの歴史がある神社で
す。季節ごとに、長寿祈願祭などが実施され、
地域住民から愛される神社となっています。
数年前から12月31日の大晦日に、竹灯篭や
照明を使ってライトアップを実施しており、
昨年の大晦日も幻想的な竹灯籠の灯りと、鳥
居やご神木のライトアップが参拝者を出迎え
ました。ライトアップは1日限りでしたので、
現在は見ることができません。

～秋津校区～

  中無田熊野座神社

中無田熊野座神社（なかむたくまのますじ
んじゃ）は、約400年ほど前に、浮島熊野
座神社から分祀されました。それ以来、地
域の氏子の皆さんが、心のよりどころとし
て守り継いできた神社です。
大晦日には、氏子で製作した竹あかりで神
社を照らし、ぜんざいなどのふるまいもあ
りました。
竹あかりもふるまいも、氏子や地域の方で
用意したものです。参拝される方に新年を
明るい気持ちで迎えてほしいとの心遣いが
こもったおもてなしですね。
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～若葉校区～

  雨宮神社
若葉校区の雨宮神社も、沼山津神社と中無
田熊野座神社と同様に、浮島熊野座神社か
らの分祀となります。時代もほぼ同じで、
地域の皆さんが守り継いできました。
熊本地震で鳥居や玉垣などに被害を受けま
したが、関係者の皆様の尽力により、復旧
しています。

あさひば地域は自然豊かな地域で昔
から地域の方が大切に守ってきた史
跡が多く残っています。

地域には、昔から人々に愛され、
まつられてきた神社があります。
今回は、年の初めに参拝したい地
域の神社をご紹介します。初詣が
まだの方は、散歩がてら参拝され
てみてはいかがでしょうか。


	スライド 1
	スライド 2

